
独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

平
成
二
十
一
年
六
月
十
八
日

参

議

院

文

教

科

学

委

員

会

政
府
及
び
関
係
者
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
特
段
の
配
慮
を
す
べ
き
で
あ
る
。

一
、
研
究
課
題
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
早
期
に
事
業
化
が
見
込
め
る
も
の
等
に
偏
っ
た
り
、
課
題
数
を
三
十
程
度
と
限
定

す
る
こ
と
な
く
、
ハ
イ
リ
ス
ク
研
究
等
の
取
扱
い
、
分
野
間
の
バ
ラ
ン
ス
も
勘
案
し
、
適
正
な
資
源
配
分
を
行
う
こ
と
。
ま

た
、
中
心
研
究
者
及
び
研
究
課
題
の
選
考
に
当
た
る
者
に
つ
い
て
は
、
特
定
の
業
界
や
分
野
に
偏
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
透

明
性
を
確
保
し
つ
つ
、
真
に
我
が
国
の
科
学
研
究
の
振
興
に
資
す
る
適
切
な
人
選
を
行
う
こ
と
。

二
、
先
端
研
究
助
成
基
金
に
つ
い
て
は
、
複
数
年
に
わ
た
る
多
額
の
国
費
に
よ
る
研
究
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
研
究
の
評

価
の
在
り
方
に
つ
い
て
中
間
評
価
の
実
施
を
含
め
て
十
分
検
討
し
、
適
切
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
こ
の
評
価
結
果
を
そ

の
後
の
研
究
開
発
へ
適
切
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。
な
お
、
評
価
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
研
究
者
の
負
担
に
配

慮
す
る
こ
と
。
ま
た
、
基
金
の
使
用
状
況
、
研
究
の
進
捗
状
況
及
び
研
究
成
果
等
を
広
く
国
民
へ
情
報
提
供
す
る
と
と
も
に
、

国
民
各
層
の
幅
広
い
活
用
を
期
す
た
め
、
原
則
と
し
て
公
開
す
る
こ
と
。

三
、
総
合
科
学
技
術
会
議
は
、
先
端
研
究
助
成
業
務
に
つ
い
て
、
公
正
中
立
か
つ
適
切
な
選
定
及
び
選
定
過
程
の
公
表
を
行



う
と
と
も
に
、
本
来
期
待
さ
れ
る
制
度
の
趣
旨
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
責
任
を
負
う
こ
と
。

四
、
独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会
は
、
三
千
億
円
の
新
た
な
基
金
が
設
立
さ
れ
る
独
立
行
政
法
人
と
し
て
、
科
学
研
究
費

補
助
金
の
交
付
業
務
は
も
と
よ
り
、
先
端
研
究
助
成
業
務
及
び
若
手
研
究
者
海
外
派
遣
業
務
に
つ
い
て
、
一
層
、
公
正
中
立

か
つ
適
切
な
業
務
運
営
を
行
い
、
各
案
件
の
進
捗
状
況
に
係
る
管
理
責
任
を
負
う
こ
と
。

五
、
若
手
研
究
者
の
人
材
育
成
の
在
り
方
は
、
本
来
各
大
学
・
独
立
行
政
法
人
等
が
自
ら
柔
軟
に
判
断
す
べ
き
も
の
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
若
手
研
究
者
の
海
外
派
遣
へ
の
助
成
に
当
た
っ
て
は
、
運
営
費
交
付
金
や
私
学
助
成
の
拡
充
等
の
方
策
を
実
現

で
き
る
よ
う
、
そ
の
在
り
方
に
つ
い
て
早
急
に
抜
本
的
見
直
し
を
行
う
こ
と
。

六
、
基
金
を
使
っ
て
実
施
さ
れ
る
先
端
研
究
助
成
業
務
及
び
若
手
研
究
者
海
外
派
遣
業
務
に
つ
い
て
は
、
研
究
者
や
研
究
機
関

等
か
ら
広
く
意
見
を
聴
取
す
る
等
、
基
金
化
し
た
こ
と
に
よ
る
効
果
の
検
証
を
行
う
こ
と
。

七
、
我
が
国
の
研
究
開
発
力
の
向
上
や
国
際
競
争
力
強
化
の
観
点
か
ら
、
既
存
の
研
究
助
成
制
度
の
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、

基
礎
研
究
の
更
な
る
充
実
を
図
る
た
め
、
科
学
研
究
費
補
助
金
な
ど
研
究
助
成
の
拡
充
に
努
め
、
そ
の
配
分
に
つ
い
て
も
、

基
金
の
活
用
等
、
年
度
を
ま
た
ぐ
柔
軟
か
つ
機
動
的
な
支
出
を
可
能
に
で
き
る
よ
う
、
そ
の
在
り
方
に
つ
い
て
抜
本
的
見
直

し
を
行
う
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


